教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その２）：西尾市小中学校のインタビュー分析・考察 by 安井 克彦
101
■名古屋学芸大学　教養・学際編・研究紀要　第9号　2013年2月
教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その2）
―西尾市小中学校長のインタビュー分析・考察―
A study of teacher career and professional development  
(Part 2)
— Interview, analysis and consideration of school principals in Nishio City —
安井　克彦
Katsuhiko YASUI
Ⅳ　分析・考察
（1）分析・考察の手順
・（A）「インタビューの分類」および（B）「インタビューからの考察」
　教師は、いつ、どんな力量を獲得してきたのか、またそれを促す要因はど
こにあったかのか、次の手順で類型化し、その傾向を分析・考察する。その
際、（A）「インタビューの分類」と（B）「インタビューからの考察」（C）「求
められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析」に分けて分析・考察する。
　まず、インタビュー調査で得た11人の内容を、力量形成に関係する項目を、
前回の研究項目にしたがって分類し、一覧表にまとめる。そして、その中か
ら、どんなことが言えるか考察を加える。それらの14項目や、その中で重視
された西尾市内小中学校役職者の悉皆調査結果は昨年度調査したものである
が、以下のとおりであった
⑹
。
　　　（2）教職生活を振り返って
①教職実践や教育に対する影響度
　問10・11・12（1）先生が教師としての生活を歩まれてきた中で、以下の
ような体験や状況のうち、教育実践や教育に対する考え方に影響を生み出
したと思われる事柄を、先生にとって意味の大きい順に1位から3位まで上
げ、それぞれについてその時期・内容・変化などを具体的にお書き下さい。
　①　 教育実践上の経験（低学年指導、障害児指導、生活指導、へき地教
育、特定の子どもとの出会い
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　②　自分にとって意味のある学校への赴任
　③　学校内での優れた先輩や指導者との出会い
　④　学校外での優れた人物との出会い
　⑤　学校内での研究活動（現職教育、読書会、研修、書物など）
　⑥　学校外での研究活動（内地留学、三河教育研究会、各種講習会など）
　⑦　市教研・郡教研や組合などの団体内での活動
　⑧　社会的活動（スポーツやボランティアなど）
　⑨　地域と学校への着目（地域の課題発見）
　⑩　教育界の動向
　⑪　社会問題や政治情勢など
　⑫　 職務上の役割の変化（学年主任、教科主任、教頭、校長、指導主事
など）
　⑬　個人及び家庭生活における変化（結婚、子女の誕生、病気など）
　⑭　その他
　　1位　「③すぐれた先輩や指導者」　　　　　　　　　37.8％
　　2位　「①教育実践上の経験」　　　　　　　　　　　20.5％
　　3位　「⑤学校内の研究活動」　　　　　　　　　　　19.6％
　　4位　「②自分にとって意味のある学校への赴任」　　 8.6％
　　5位　「⑫職務上の役割の変化」　　　　　　　　　　 8.6％
②力量を高める上で重要なこと
　問13・14・15先生の上のようなご経験のうち、教師として実践を支え力
量を高める上で、特に重要な意味をもっていたと思われるものを、これも
その重要さの順位に、1位から5位まで選んでください。
　　1位　「③すぐれた先輩や指導者との出会い」　　　　38.6％
　　2位　「①教育実践上の経験」　　　　　　　　　　　22.1％
　　3位　「⑤学校内の研究活動」　　　　　　　　　　　 9.5％
　　4位　「②自分にとって意味のある学校への赴任」　　 7.9％
　　5位　「⑫職務上の役割の変化」　　　　　　　　　　 5.5％
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・（C）「求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析」
　次に、教師は、いつ、どんな力量を獲得してきたのか、またそれを促す要
因はどこにあったかのか、次の手順で類型化し、その傾向を分析・考察する。
1　力量形成を促す要因を「求められる力量」と「獲得する場面」の2つの観
点で分類する。
　①　求められる力量
　　　 組織として求められる力量……… 職員間の調整力、同僚や後輩への指
導力、関係団体との渉外力、企画・
調整・評価・改善の経営力
　　　個人として求められる力量………児童生徒の理解、教科等の指導力
　②　獲得する場面
　　　他律的に獲得する場面……………研究指定、校務分掌、役職
　　　自律的に獲得する場面……………同僚・先輩との関係
2　「求められる力量」と「獲得する場面」の相関を図式化する。
　①　縦軸……求められる力量　個人←　→組織
　　　　 教師として必要な個人的な力量と、学校経営に必要な組織的な力量
とを、それぞれ対極にある教師の力量とした。
　②　横軸……獲得する場面　　自律←　→他律
　　　　 自ら同僚や先輩から求めようとする動機と、研究指定や役職など外
からの動機づけとを、それぞれ対極にある力量獲得場面とした。
3　力量形成のスタイルを4つに類型化する。
　Ⅰ　自己向上型…………個人的な力量を自律的に獲得するグループ
　Ⅱ　チャンス活用型……個人的な力量を他律的に獲得するグループ
　Ⅲ　役職成長型…………組織的な力量を他律的に獲得するグループ
　Ⅳ　聖職指向型…………組織的な力量を自律的に獲得するグループ
4　年代を5つに分け、調査対象 A から K を上記の4つの力量形成スタイルに
分類する。
　① Stage 1 教師になろうと決めたきっかけ
　② Stage 2 最初の赴任時代（30代ぐらいまで）
　③ Stage 3 専門化として自己確立の時代（30代から40代くらいの頃）
　④ Stage 4 役職時代（主任等、40歳くらいを過ぎてから）
　⑤ Stage 5 教職を振り返って
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資料「求められる力量と力量獲得場面の相関図」の見方
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
　　Ⅳ　聖職指向型 　　Ⅲ　役職成長型
　　Ⅰ　自己向上型 　　Ⅱ　チャンス活用型
（自律）　 　（他律）
力量形成を促す要因
（縦軸）組織として求められる力量……… 職員間の調整力、同僚や後輩への指
導力、関係団体との渉外力、企画・
調整・評価・改善の経営力
　　　個人として求められる力量………児童生徒の理解、教科等の指導力
（横軸）他律的に獲得する場面……………研究指定、校務分掌、役職
　　　自律的に獲得する場面……………同僚・先輩との関係
教師の力量形成別類型
　Ⅰ　自己向上型…………  力量向上の意欲が強い。個人的な力量の獲得が主
たる目的となっている。
　Ⅱ　チャンス活用型……  研究指定など、自己の意志とは無関係な要因が大
きな動機となっている。研究そのものが個人の研
修機会として活用され、力量獲得につながってい
る。
　Ⅲ　役職成長型…………  個人の強い意志よりも、役割を組織内で与えられ
たことがきっかけとなっている。役職の階段を昇
りながら共に自己を成長させている。
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　Ⅳ　聖職指向型…………  役職にふさわしい自己の姿を絶えず求めながら
自己を成長させていく。最終的には、Ⅰの自己向
上型に帰結していく。
（2）ライフコース別分析
　①　教師になろうと決めたきっかけ
　（A）「①教師になろうと決めたきっかけ」に関する分類
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
好きな恩師に出会う ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
心をひきつける授業 ◎
教師のすばらしさ ○ ○
教えるのが好き ◎ ○
教師へのあこがれ ○ ○
教育大への入学 ○ ○
教育実習でやる気 ◎ ◎
自立したかった ○ ○ ◎
何となく ○ ○
意志なし ○
得意科目を生かす ○ ◎ ○
身内のすすめ ○ ○ ○ ◎ ○
他人のすすめ ○
☆＝すごく大きな影響、◎＝大きな影響、○＝影響、× ＝反面教師的影響
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　（B）「①教師になろうと決めたきっかけ」の考察
　「教師になろうと決めた一番のきっかけ」について見てみると、「先生方は
一人一人自分の考えをもっていて、その信念に触れることで教師へのあこが
れを感じた」（A）、「小中学生の時に好きな担任に出会った」（C）、「中2の時、
安藤先生にあこがれ、先生のような教師になりたい」（E）、「高校2年生の物
理の T 先生との出会いが大きい」（F）、「小学校5年の担任の高須大三先生に
教えてもらった」（G）、「尊敬する恩師 N 先生に出会った」（H）、「尊敬する
K 先生のようになりたい」（J）のように、11人の校長・教頭の中で、7人が
小・中・高校での恩師との出会いを挙げている。就学期に、家族に次ぐ身近
な大人から、教育という営みを通じて、将来の職業選択にまで影響を受けて
いることがわかる。それは、教師という仕事が児童生徒の心身の発達ととも
に個々の人格形成に深く関わっていることを物語っている。つまり、子ども
に対する愛情や教育への情熱、使命感といった教師の力量を形成していく基
盤が、学校生活を通じて幼少期から無意識のうちに形作られていたと考えら
れる。「小さいころからみんなに教えることが好きだった」（B）と述べてい
る B 校長の場合も、「あこがれ」、「教師への魅力」と表現された言葉の中に
は、学校段階を経るごとに、こうした基盤を厚くしていった様子を読み取る
ことができる。
　続いて多いものは6人で、父、母、祖母といった家族やキャンプカウンセ
ラーから勧められたことを挙げている。そのうち J 教頭は、「中学校で担任
をしてくださった K 先生が、『おまえは教師に向いているぞ。』と言ってくだ
さったことが、教職をめざしたきっかけである」（J）と明言している。そこ
からは、教師の力量を形成していく基盤を、恩師の一言から気づかされ自覚
することでより一層強固なものにしたことが窺える。
　その一方で、「教師へのあこがれはなかった」「教師になるという強い意志
はなかった」（D）と述べた D 校長や「教員志望の雰囲気はなかった。子ども
が好きということもない」（K）と振り返っている K 元校長には、職業選択
時には教員志望への明確な動機が見られない。「大学は、なんとなく選んだ」
（D）や「とにかく自立したかった」（K）といった志望理由が、就職後の教師
の力量形成を阻害する要因となっていない点が注目される。実際の教職現場
で、教師として必要な力量をステージごとに獲得していく過程は、実に興味
深い。
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　（C）求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
Ⅳ　 　Ⅲ
Ⅰ　
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｅ　Ｆ
Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ
　Ⅱ
（自律）　 　（他律）
・ 教師を志望するきっかけとして、大部分が恩師との出会いを挙げている。
このことは、教師という仕事が児童生徒の心身の発達に関わり、人格形成
に大きな影響を及ぼしていることを物語っている。つまり、教育に対する
愛情や情熱、使命感という教師の力量を形成していく基盤が、教師という
職業を選択する以前から無意識のうちに形成されていたことになる。それ
が「あこがれ」という形で表出されている。
・ 11名中9名がⅠの自己向上型に分類できる。他の2名は教師になるという明
確な意思は見られない。このことは、「あこがれはなかった」（D）と答え
ている教師が複数いたわけで、自立のための手段という動機が、他の職種
と同様に、教師にも職業選択時にあることが注目される。「教師として成功
したのは、初めから高い志があった結果だ」という考え方を崩す意味でも
興味深い。したがって、戦後よく言われた「デモシカ教師」もある意味で
は検討に値すると言わなければならない。
・ そして、筆者が最も失望したのは、大学時代の「教育実習」の影響が薄い
ということである。「教育実習をしたことが、教師への魅力となった」（B）
教育実習を経験して「教師になる気が出てきた。やる気が出てきた」（F）
は2人しかない。教育実習のあり方が問題かもしれない。そして最も失望し
たのは、大学時代の「教職科目講義」である。これを教師になるきっかけ
とした教師は1人もいなかった。大学の教育学関係の講義がおざなりにさ
れているという印象が強い。
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　②　最初の赴任時代（30歳くらいまで）
　（A）「②最初の赴任時代」に関する分類
カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
①教育実践上の経験 子どもとの出会い
○ ○
先生としての心地よさ
試すような風潮 ◎
教材研究（実力のなさ） ◎
② 意味のある学校への
赴任
へき地教育 ◎
研究校への赴任 ◎ ○ ○ ○ ○
③学校内の指導者 先輩教師の指導 ◎ ☆ ○ ☆ ◎ ○ ☆ ◎ ○
教務主任の指導 ○ ◎ ☆××
校長の姿勢
（リーダーシップ）
○ ○ ☆ ◎
教頭の教え ○ × ○
④学校外の人物
⑤学校内での研究活動 同世代の仲間 ◎ ☆ ☆ ◎ ○
同僚との会 ○
論文のまとめ ○ ○
職場の雰囲気 ◎ ○ ○ ○
教師文化 ○
部活指導から学ぶ ◎ ☆ ○
⑥学校外での研究活動 他地区への参加 ○
⑦市教研・郡教研
⑧社会的活動
⑨地域と学校への着目 地域・PTA の支え ○
保護者の温かさ ○
⑩教育界の動向 私の鏡となる本（実践）
との出会い
◎
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化
⑬個人・家庭の変化
⑭その他
☆＝すごく大きな影響、◎＝大きな影響、○＝影響、× ＝反面教師的影響
　（B）「②最初の赴任時代」の考察
　この時期における力量形成のきっかけやできごとについて、多くの教師が
回答した主な項目としては、「②意味のある学校への赴任」「③学校内の指導
者」「⑤学校内での研究活動」の3点が挙げられる。
　第1に、「②意味のある学校への赴任」から、具体的な内容を見てみたい。
ここで述べる「意味のある学校」は、どのようにとらえればよいであろうか。
まず想定されることは、文科省、県・市教育委員会等から研究委嘱を受けた
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学校である。例えば、C 校長は「新任として赴任した年が市教委委嘱の研究
指定の初年度」であり、「研究推進委員」に任命されたこともあり、「精力的
に研究を進めた」と述懐している。
　とはいえ、「意味のある学校」が、いわゆる「研究校」に限定されるわけで
はない。赴任先が研究校かどうかにかかわらず、「新任ながら特設授業を公開
した」（E）、「2年目に県教委の訪問があり、若手代表として授業をさせても
らった」（J）などのコメントにあるように、研究授業に主体的に取り組む経
験ができる学校かどうかが問われるのである。また、F 校長は、へき地校で
の経験を振り返りつつ、「『9人の子どもを、40人を対象にするつもりで授業を
せよ』と言われた意味が後でわかった」（F）と述べている。ここから、へき
地校への赴任も研究的要素を十分に備えており、教師自身の資質如何で「意
味のある学校」となりうる。すなわち、初任期においては、研究校に赴任す
ることではなく、赴任先が「教師力向上のために絶えざる努力をする、とい
う基本的な姿勢を培うことのできる学校」であることが、力量形成に極めて
大きな影響を与えるのである。
　第2に、「③学校内の指導者」については、ほぼ全員が「先輩教師の指導」
に関する内容に触れている。初任地が小学校の場合は、きめ細かい教材づく
りや子どもに興味をもたせる語り、子どものしつけや授業づくりの基本など
の視点で、先輩教師から細部にわたり丁寧に指導してもらったことを挙げて
いる。一方、中学校の場合は、「学級経営、生徒指導、教科の指導、部活動を
学べ、4人の師匠を見つけよ」（D）と先輩から言われ、「見よう見まねで、が
むしゃらにやった」D 校長のような例がある。校種により方法はさまざまで
あるが、暗中模索の状態にある初任期の教師に対して、先輩教師がタイミン
グよく的確な指導をすることは、まさに 啄同機であり、若手教師の成長に
とって必要不可欠である。
　また「校長の指導」は回答数としては多くないものの、看過できない項目
である。A 校長の事例では、赴任校の校長が若手を育てるために、児童会活
動や研究活動の担当に登用、支援していた。これにより、当時、若手であっ
た A 校長は、教師としての経験値を高めると同時に、自信を深めていったこ
とが窺われる。教職員の年齢構成をはじめ学校により事情は異なるが、若手
教員の割合が急激に高まっている近年の状況を考えると、この手法は学校経
営上、参考にすべき点が内包されているのではないだろうか。
　第3は、「⑤学校内での研究活動」である。この時期は、やはり「同世代の
仲間」が中心になっている。具体的な回答を見ても、「ほぼ毎日、教育技術や
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子どもたちのことを語り合った」（A）、「青年部でよく話し合った。（教員数
の）3分の1が青年部ということは大きな力であった」（G）、「ベテランの先生
は、目標としては高過ぎ、同期の若い先生と競争しながらやった」（H）とい
うコメントがなされている。
　加えて、注目すべきは「校内若手リーダーを中心に、土曜日の午後、勉強
会を行った」（J）、「斉藤喜博著『学校づくりの記』の輪読会を有志で開いた」
（K）などの内容である。近年は、官制の研修が綿密に計画、実行されている。
このことの必要性は述べるまでもない。だが、上述したように新採教員数が
急増している今だからこそ、こうした受動的な研修以外にも、有志で自主的
に取り組む勉強会や研修会を開催する環境を整えることが肝要である。
　以上、3点について考察してきたが、ここで初任期における力量形成に関す
る課題についても少しばかり指摘しておきたい。
　一つは、学校外とのつながりの不足である。新学習指導要領の完全実施に
あたり、教師が子どもと向き合う時間の確保が叫ばれている。しかしながら、
教師がこのことに傾注すればするほど、学校外とのつながりが希薄になるこ
とが予想される。とりわけ、初任期の教師には、このような傾向が強い。事
実、今回の調査結果からは、管見した限りでは、教研をはじめとする「学校
外での研究活動」や社会状況の変化に伴う「教育界の動向」にかかわる内容
は見あたらない。そこで、「他の学校へも訪問して勉強した」という H 校長
の経験やサークル活動を重視する C、K 校長のように、若手教師が校外の研
究活動等にも積極的に参加し、自ら研究と修養に励む機会をいかに保障する
かが大切になってくる。
　もう一つは、教師としての原体験の獲得である。この時期においては、教
育の専門性に関する具体的な内容は少ない。逆に、子どもとの出会いにかか
わる感覚的、叙情的ともいえる内容が見受けられる。中でも、I 校長の初任
期における経験は大変興味深い。最初の赴任校であった小学校では、「子ども
たちから『先生』と呼ばれることに心地よさを感じた。子どもたちが懐いて
くれたことが、教師を職業として続けるエネルギーとなった」（I）と回想し
ている。ところが、中学校に転勤すると、当時の中学生に「教師が知識を多
く持っているか試すような風潮」や「教師の足をすくうようなところ」があ
り、「実力のなさを痛感した」（I）と述べている。教師は、子どもと直接かか
わることを通して、子どものもつ優しさと厳しさの両面を体感する。と同時
に、教師としての至らなさを痛感する。そこから、自ら試行錯誤する中で、
教師として必要な力量を形成していく。
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　このように適度な挫折感と達成感を伴う体験は、初任期の教師にとって、
以後の生き方を決定づける原体験となる。したがって、初任期の教師が配属
された学校においては、管理職のリーダーシップの下で、こうした教師とし
ての原体験ができるよう意図的、計画的に指導していくことが必要である。
いずれにせよ、K 校長が「はじめて教室に入った時、55人の子どもたちの目に
圧倒された。この瞬間は、教員人生で生涯忘れることができないものになっ
た」（K）と述べているように、一人の人間の命と未来を預かる重みを自覚さ
せつつ、教師として生きる意義を見いだすきっかけとなる体験を積ませる体
制づくりが求められるといえよう。
　（C）求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
Ⅳ　 　Ⅲ
Ⅰ　
Ａ　Ｂ　Ｄ　Ｆ　Ｇ
Ｈ　Ｉ　Ｊ　Ｋ
　Ⅱ
Ｃ　Ｅ
（自律）　 　（他律）
・ I の自己向上型とⅡのチャンス活用型に二分される。学校では、新任とし
て赴任したその日から、ベテランと同様の指導力が求められる。日々の指
導に不可欠な児童生徒の理解や教科・部活動の指導力は、新任から30歳ま
での期間に形成されている。
・ 力量形成の動機付けとして一番挙げられているのが、同僚との競争、先輩
からの指導である。聞き取りでは、その時代をリードした先輩教師の名前
が挙げられているが、研究熱心な同僚や力量のある先輩との出会いは、そ
の後の教員人生を左右する大きな要因となっている。
・ また、研究校への赴任も重要な要因である。2～3年間、否応なしに研鑽の
場にどっぷりとつかり、そこで得た力量は、その後の教員人生に大きな自
信となっている。
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　③　専門家としての自己確立の時代（30歳から40歳くらいの頃）
　（A）「③専門家としての自己確立の時代」に関する分類
カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
①教育実践上の経験 専門知識を持つ
教材・授業づくり ○ ◎ ☆ ☆ ○
ユニークな実践 ○ ◎ ○
新しい企画 ○ ☆ ◎
生徒との出会い ○ ○
信頼関係を築く ◎
生徒指導・授業の苦しみ ☆ ○ ◎ ○ ○
週案を生かす ○
自分磨き ◎ ○ ○
自分の力のなさへの気づき ○ ○
② 意味のある学校への
赴任
研究指定校 ○ ◎ ◎
全校体制 ○ ○ ○
③学校内の指導者 校長のリーダーシップ ◎ ○ ☆ ◎ ☆ ○
教頭の指導 ○ ○ ○
先輩の指導 ☆ ○ ☆ ○ ○ ◎ ○ ◎ ☆
④学校外の人物 教育長との出会い ○
⑤学校内での研究活動 研究部へ入る ○ ◎ ○ ○ ○
教科部会 ○
後輩の指導 ○
同僚の支え ○ ○ ◎ ☆ ◎ ○ ☆ ○
同僚の雰囲気 ○ ○
表彰を受ける ○ ○
研究の基礎 ○ ○
論文の執筆 ○ ○
部活で生きる・悩み ○ ◎ ◎ ◎
⑥学校外での研究活動 研究サークル ☆
大学との関係 ◎ ○
⑦市教研・郡教研
⑧社会的活動
⑨地域と学校への着目 PTA とのつながり ○ ○
地域とのつながり ○ ○ ○ ○
コミュニティの温かさ ◎
⑩教育界の動向 本との出会い ◎ ◎
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化 主事 ･ 主任への登用、悩み ○ ○ ○ ○ ○ ○
教科指導員への登用 ○ ○
他校 ･ 他地区への異動 ○ ◎ ◎ ◎
⑬個人・家庭の変化
⑭その他
☆＝すごく大きな影響、◎＝大きな影響、○＝影響、× ＝反面教師的影響
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　（B）「③専門家としての自己確立の時代」の考察
　中堅期のインタビュー結果を見てみると、「①教育実践上の経験」「③学校
内の指導者」「⑤学校内の研究活動」「⑫職務上の変化」が、教師の力量形成
に特に大きな影響を与えていることが分かる。
　その中でも特に多くの校長が回想しているのは、「③学校内の指導者」の影
響であった。学校の中核として活躍する中堅期は、「校長のリーダーシップ」
（D、F、A、E）や「教頭の指導」（B、D、J）のもとで、教科指導や生徒指導、
部活動指導など、自分の熱い思いを具現化し、実践していく時期である。そ
んな中で良くても悪くても直接声をかけて具体的に指導してくれるのが、校
長や教頭であり先輩である。その時の成功体験は一生の財産となり、失敗体
験はその後の教師人生の教訓となっていく。また、なかなか思うようにいか
ずに壁に直面したり、悩みを抱えたりしたときに、校長や教頭の助言や先輩
の姿を見て模索することから活路を見出していくのがこの時期である。こう
して身につけた力こそがその後の教育活動の原動力や自信につながっている
ことを、それぞれの校長自身が自覚しているが故の結果であると考える。
　「⑤学校内での研究活動」では、「同僚の支え」（E、I）を一番に挙げてい
る校長が多い。研究や校内の現職教育を推進していく上で、実践の先頭に立
つ中堅教師の活躍に期待するところが大きい。こうした中で「目標にできる
同僚と出会えること」が、中堅期における力量形成において不可欠な要因で
あることを確認することができた。このことは、「校内の研究活動」におい
ても、先に述べた「先輩の指導」（A、C、F、J）から多くのことを学んでい
くことはいうまでもないが、同世代の同僚と互いに支え合いながら切磋琢磨
していく雰囲気の中で研鑽を積んでいくことの重要性を物語っていると言え
る。思いはあっても一人ではなかなかできないことも、組織や集団の流れや
動きの中で、知らず知らずのうちに力をつけてきたことを身をもって経験し
てきたからであろう。多くの教師が「私は、○○学校で育てていただいた。」
などという言葉が聞かれるのは、まさにこういうことなのであろう。
　また、部活動においても同様に、先輩から学び、同世代の仲間と競い合い
ながら、初任期から悪戦苦闘しながら試行錯誤して頑張ってきたことが成果
となって表れ、部活動においても自信をもって指導できるようになるのがこ
の時期である。中堅教師が、後輩の若手教師に対して、「部活指導と学級経営
は共通点が多い」（D）「部活指導ができなければ、学級経営もできない」な
どと口にする姿を何度となく見かけてきた。
　「①教育実践上の経験」では、半数の校長が教師の本分である「教材・授業
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づくり」（A、G、H）と「生徒指導・授業の苦しみ」（B、C、E、F、I）を挙
げている。初任期のころは「失敗を恐れずどんどん挑戦していこう」と声を
かけられ、ただがむしゃらに研究授業に挑戦する。多くの場合は思うように
いかず、「自分の力のなさを自覚」（D、E）し、失敗しながら成長していく。
しかし、中堅期になると初任期とは違い、そうそう失敗してもいられない。そ
こで、目の前の子どものことを第一に考え、「子どもたちが分かる授業」「子
どもたちが主体的に活動できる授業」（G、H）を目指して、誠実に教材研究
を行い、確かな実践を積み重ねていくことにより、授業力を高めていく。こ
のことが教師としての力量を向上させていく上でとても大切なことであると
考える。
　中学校においては「生徒指導の苦しみ」（B、C、E、F、I）をだれもが経験
し、一人の人間として真正面から体当たりで生徒と向き合うことを学んでい
く。そして、こうした教師の姿勢は生徒や保護者にも伝わり、やがて信頼へ
とつながっていく。小学校と中学校の異動のある愛知県においては、言い過
ぎかもしれないが、小学校では勤まるが、中学校では勤まらないでは一人前
の教師とは言い難いのではないか。中学校においても「生徒や保護者からも
信頼される教師であること」（I）も、教師の力量として不可欠な要因ではな
いだろうか。
　そして、中堅期のこうした前向きで誠実な営みが同僚や生徒、保護者など
からの信頼につながり、「主事・主任への登用」「教科指導員への登用」「他地
区への異動」などの「⑫職務上の変化」をもたらし、さらに活躍の場が広が
り、より広い視野から力量を高めていくことにつながると考える。
　最後に、中堅期における本調査では、「⑦市教研・郡教研」「⑧社会的活動」
「⑪社会問題や政治状況」「⑬個人・家庭の変化」を、教師としての力量形成
の主たる要因として挙げた校長は一人もいなかった。特に、教師の力量向上
を主たる目的にしている「⑦市教研・郡教研」がその要因として挙げられな
かったことは、寂しい限りである。西尾市全体として、また、教師自身の意
識の問題として、今後の「市教研」の在り方を再検討して、より意味のある
研修の場としていく必要があるだろう。
　また、「⑪社会問題や政治状況」についても、教師は常にアンテナを高くも
ち、日々の教育実践に取り組まなければならないと考える。なぜならば、義
務教育の主たる目的の一つが、「社会の形成に参画する態度の育成」である。
教師の意識レベルが高ければ、子どもたちも少なからず「社会問題や政治状
況」に関心を示すようになっていき、「主権者たる公民的資質」の育成につな
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がっていくと考える。しばしば「教員は世間を知らない」と言われることが
あるが、「社会問題や政治状況」に対しても敏感に受け止め、社会の動きに
対応した教育活動を展開していくことも、大切な教師の資質ではないだろう
か。勿論、教育活動の不易の部分を大切にしていかなければならないことは
言うまでもない。
　（C）求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
Ⅳ　
Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｆ　Ｈ
Ｊ　Ｋ
　Ⅲ
Ⅰ　
Ｅ　Ｇ
　Ⅱ
Ａ　Ｉ
（自律）　 　（他律）
・ この年代は、I の自己向上型とⅡのチャンス活用型から、Ⅲの役職成長型
へと大きく移行する。
・ その理由として、各学校で中心となって活躍するミドルリーダーの年代に
入り、後輩教師の指導や相談など、同僚との関わりの中で職務を遂行する
能力が求められることによる。
・ また、校内で研究主任や生徒指導、進路指導などを任されることが多くな
り、企画・調整・実践・評価・改善などで学校経営に参画する機会が増え
てくる。
・ さらに、職務上それに付随して保護者や地域との関わりが多くなるため、
望ましい対人関係を築く力が求められる。
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　④　役職（主任等、40歳くらいを過ぎてから）
　（A）「④役職（主任等、40歳くらいを過ぎてから）」に関する分類
カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
①教育実践上の経験 新しい企画 ◎ ○
学校改革 ○
教務主任改革 ○ ○
今までの実践を生かす ○ ◎
過去の実績を生かす ○ ○
生徒指導難しさ ○ ○
教え子たち ○
② 意味のある学校への
赴任
③学校内の指導者 理想の校長像 ○ ○ ☆ ○
校長の手腕 ☆ ◎ ☆ ◎ ◎ ○ ○ ☆
教頭の指導 ○ ◎
先輩の指導 ○
④学校外の人物 教育長の指導 ○ ○ ○
⑤学校内での研究活動 研究発表 ○ ○ ◎ ◎ ○
研究図書の発行 ○ ○
大学との連携 ○ ○
部下の指導 ○ ○
現職教育の難しさ ◎ ○ ○
教師集団づくり ◎ ○ ○ ○
同僚とのつながり ◎
学校によって異なる雰囲気 ○
⑥学校外での研究活動
⑦市教研・郡教研 三河教育の偉大さ ○
⑧社会的活動
⑨地域と学校への着目 町内会・PTA･ 地域 ○ ◎ ○ ○ ○ ☆ ◎
学家連携 ○
教育共同体 ◎
⑩教育界の動向
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化 役職への登用 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ○ ◎ ○ ○
役職登用への不満 ◎
生徒から離れる寂しさ ○
⑬個人・家庭の変化 病気のつらさ ○
⑭その他 問題教師 ○
やる気のない教師 ○
危機管理・不祥事対応 ○ ○
行政への関与 ○ ◎ ☆ ◎ ○ ○
☆＝すごく大きな影響、◎＝大きな影響、○＝影響、× ＝反面教師的影響
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　（B）「④役職（主任等、40歳くらいを過ぎてから）」の考察
　「最初の赴任時代（30歳くらいまで）」は、教師として自立していくために
不可欠な教育技術の獲得に全力を傾ける時であり、当然、力量向上のベクト
ルは内に向かっていく。それが、「専門家としての自己確立の時代（30歳か
ら40歳くらいの頃）」になると、さらに専門性をいかに高め、組織に貢献す
るかという視点が加わってくる。このため、内に向かっていた力量向上のベ
クトルは、外向きへと大きく舵を切っていくことになる。「最初の赴任時代」
と「専門家としての自己確立の時代」は、獲得しようとする力量に大きな質
の違いはなく、その方向性に違いが見られるところに特徴がある。
　しかし、「役職」の時代では、必要とする力量そのものの質が大きく転換す
ることに注目したい。その一例が「②意味のある学校への赴任」をあげた者
が全くいないという点である。「最初の赴任時代」では、一般的に小学校勤務
よりも中学校勤務の方が格上だと考えられる傾向にある。また、「専門家とし
ての自己確立の時代」では、いわゆる西尾市を代表する中心校勤務に選ばれ
るか否かで、その人物の教師としての力量が評価されるような雰囲気が存在
する。だからこそ、「最初の赴任時代」や「専門家としての自己確立の時代」
では、「②意味のある学校への赴任」が重要と考えるのは当然のことで、その
気持ちが回答に現れていると考えることができる。つまり、どこの学校で勤
務しているかという所属感や帰属意識そのものが、力量を向上させるうえで
重要になっている。
　ところが、「役職」の時代では、どの役職に就いているかという社会的地位
に対する責任感や使命感へと変化することになる。それが、この時期の回答
で一番多数を占めた「⑫職務上の変化」の役職への登用であり、また、「⑭そ
の他」で約半数が回答している行政への関与である。特に、「役職」期に好む
と好まざるとにかかわらず関わることになった教育行政の仕事は、教育実践
の場を離れて、これまでの経験が全く生かせない立場となったことは衝撃的
でもあり、考え方を大きく変える要因（B・D・H）になったことは容易に想
像できる。
　「専門家としての自己確立の時代」に多数を占めた「①教育実践上の経験」
は、「役職」期には全体的に位置づけが低下していて、中でも3名（B・H・I）
が力量向上の動機付けとして重要とは考えていないことは、子どもと直接対
峙し指導する立場から、学校全体を俯瞰した企画・運営・管理へと職務がシ
フトしている様子を物語っている。
　そして、「役職」に就くことによって、課題として立ちはだかってくるの
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が、学校内では、「⑤学校内での研究活動」に包含されている、現職教育の
難しさ（G）、教師集団づくり（C）、同僚とのつながり（E）であり、対外的
には「⑨地域と学校への着目」にある、町内会・PTA・地域への目配り（C・
J・K）である。
　教育技術といういわば個人内の力量向上からは否応なしに卒業させられ、
対人的な交渉能力がまさに試される立場に置かれている姿が浮き彫りにされ
ている。それは、教え子達とか生徒から離れる寂しさ（I）といった教師のロ
マンチックな郷愁をかなぐり捨てて、自分自身の考えを大きく転換していく
姿と重なってしまう。
　さらに、こうした対人的な課題は、「⑭その他」にある、問題教師（I）、や
る気のない教師（G）、危機管理・不祥事対応（C・J）という教育の本質とは
全く関係ないところで全精力を注ぎ込み、神経をすり減らさざるをえない管
理職の悲哀を如実に物語っている。こうした問題は、事例ごとに対応が異な
り、問題への対応でしか力量向上が図れないという大変苦しい状況に置かれ
ているのが現状である。
　よく「校長は孤独である」と言われる。赴任した学校が抱える課題は、そ
の学校が歩んできた歴史によって異なり、地域社会を構成する人や土地柄な
どの地域性によって大きく左右される。他校の事例がそのまま参考書とはな
らない問題に直面し、最終的に責任を一身に受ける覚悟が求められる立場に
立たされた時、頼りになる、もしかしたらすがらざるを得ないのが、先輩の
姿かもしれない。「③学校内の指導者」で挙げられた校長の手腕（A・B・C・
E・F）は、数々の難題を乗り切ってきた先輩の姿に理想を見いだしているの
かもしれない。
　こうした孤独な校長を支援する目的で、西尾市教育委員会が「学校経営ア
ドバイザー事業」を制度化していることは大変注目される。その主な活動は、
①新任管理職の助言、②学校経営上の諸問題についての助言、③西尾市顧問
弁護士との面談である。学校経営アドバイザーには、西尾市教育委員会学校
教育課長や校長会長を歴任した校長経験者2名があたっている。学校が直面
する問題は多様化してきており、発生する問題に応じた対応・処理に苦慮し
ているのが現状である。こうした状況を踏まえ、行政と学校現場の間に立っ
て経験の浅い校長を支援する「学校経営アドバイザー」の存在は大変心強く、
何よりも、元校長という経験そのものが大変頼り甲斐のあるものになってい
る。
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　（C）求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
Ａ　Ｂ　Ｃ
Ｅ　Ｊ
Ⅳ　
Ｄ　Ｆ　Ｇ
Ｈ　Ｉ　Ｋ
　Ⅲ
Ⅰ　 　Ⅱ
（自律）　 　（他律）
・ ここでは、役職に就くことで力量を付けていくⅢの役職成長型と、理想の
教師像を求め続けるⅣの聖職指向型に二分される。
・ 役職に就く同僚や部下、学校外の渉外など、対人関係にかかわる能力が一
層求められる。組織を円滑に機能させる能力や指導力は、ミドルリーダー
時代に形作られた教育観を基礎に、日々の実践の中で形成されていく割合
が高い。
・ また、校長や教頭という管理職になると経営者として、待ったなしに手腕
が試される。その際、お手本として求めていくのが過去に見聞きしてきた
先輩の姿である。その姿を自分の職務と重ね合わせる中で、理想の経営者
像を創り上げている。
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　⑤　教職を振り返って
　（A）「⑤教職を振り返って」に関する分類
カテゴリーの分類 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ
①教育実践上の経験 事件に出合う ○
自分の非力のはずかしさ ○
日々の積み上げ ◎
親との信頼関係 ○
子どもの相談にのってあげる ○
子どもをかわいがる ○
② 意味のある学校への
赴任
③学校内の指導者 上司の無理解 ○
身近な先生が手本 ☆
どの学校にも目標となる人
あり
○
校長の姿勢 ○ ◎
先輩校長の姿 ○
先輩の温かさ ◎ ○ ◎
先輩・同僚から学ぶ ○
④学校外の人物
⑤学校内での研究活動 若い教師を育てる ○ ○ ◎ ◎
授業を大切に ○ ○
分かりやすい授業 ○
組織で動く ○ ○
ふれあい（コミュニケーション） ○ ◎
雰囲気（切磋琢磨） ○
⑥学校外での研究活動 若いときからサークル活動を ◎ ○ ☆
⑦市教研・郡教研
⑧社会的活動
⑨地域と学校への着目
⑩教育界の動向
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化
⑬個人・家庭の変化 病気になるつらさ ○
⑭その他 問題意識をもつ ○
求める教師に ○
教師はチャレンジを ○
記録が大事 ○
まじめさ ○
派手でなくていい ○
子どもは教師をよく見ている ○
☆＝すごく大きな影響、◎＝大きな影響、○＝影響、× ＝反面教師的影響
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　（B）「⑤教職を振り返って」の考察
　「教職を振り返って、教師の力量形成に必要なこと」を見てみる。35年以上
の教職経験から、それも真実味を示しているように思える。「⑤学校内での研
究活動」「③学校内の指導者」の項目が多くなっている。それらが自分の力
量形成に大きく影響していると思われる。11人の校長の中で、最も多くの校
長が痛感しているのは、「若い教師を育てる」（F、D、J、E）や「先輩の温か
さ、先輩・同僚から学ぶ」（B、J、G、H）ことである。若い教師時代に先輩
に育ててもらったから「若い教師を育てる」ことの必要性・重要性を感じて
いるのであろうし、事実、「先輩の温かさ、先輩・同僚から学ぶ」が多いのも
頷ける。特に、大学時代、教育技術や教育の理念的なことを学んだという記
録がほとんど見られない現実があるとき、教育現場に入職して最も頼りにな
るのは、先輩・同僚の影響であろう。
　「どの学校にも目標とする人あり」（E）「身近な手本」（B）の教師がいるわ
けで、そういう先輩や同僚に負けまい、とする姿勢こそ、自分の教師として
の力量を形成していくもとではないであろうか。
　「⑤学校内での研究活動」のなかで、「組織で動く」（F、J）「切磋琢磨する
職場の雰囲気」（F）「ふれあいといったコミュニケーション」（F、H）などは
まとめると職場の同僚性、協力性と言うことになるかも知れない。同じ学校
の20人なり30人が、組織としてことにあたる。一人一人では非力であるが、
学校という組織体は集団として同じ目標に向かって行動することが、学校の
実をあげていくことにつながると思われる。また、それを校長たちは痛感し
ているのではないであろうか。
　「⑥学校外の研究活動」の中で、若い教師時代に「サークル活動」（C、J、
K）や「チャレンジ精神」（F）をもって臨むことを挙げている校長も多い。役
職になってから若い教師を指導できない「自分の非力のはずかしさ」（G）を
先輩に見た校長もいる。
　学校の教育活動は、ともすると研究指定などの外向きになりがちである
が、そうではなく、「派手さはなくて」「まじめさ」（F）「日々の積み上げ」（H）
を強調する校長にも共感できる。「子どもたちはよく見ている」（I）わけで、
担任や教科担当の教師が自分たちのことを考えていてくれるか否か、実によ
く見抜いている。誠実な子どもへの対応を期待している校長の考え方も一考
に値する。日々の教育実践のなかで、最も基本的なことであり、最も重要な
ことかもしれない。それはまた、同時に「分かりやすい授業」（I）「授業を大
切に」（F、I）につながる。「よい授業」は教師にとって、命であり、親も生
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徒も最も切望する教師の営みである。そのなかから「親との信頼関係」（I）が
わき、教師や学校への信頼関係が築かれる。その基底には「子どもをかわい
がる」（I）という教育愛の精神が流れていることは言うまでもない。また、そ
れらを実践していくには、「問題意識をもつ」（D）「求める教師に」（K）「教
師はチャレンジを」（F）「記録が大事」（F）につながっていくと思われる。
　そして、最後に、校長自身、自分が学校経営をしていく場合、その拠り所
とするのは「先輩校長の姿」（K）であり、かつての自分の仕えた「校長の姿
勢」（B、E）である。過去の先輩校長の姿に酔っているだけではいけないが、
自分の判断の基準になる。「校長の姿勢」はよくも悪くも教師たちに影響を与
える。「校長は学校の雰囲気をつくる」と言われる。学校の雰囲気は校長次
第である。子ども・教師・親が三位一体となった温かい思いやりのある学校
づくりは「校長の姿勢」如何にかかっていると言っても過言ではないであろ
う。またそのことを校長も自覚し、精進していると解釈できる。
　（C）求められる力量と力量獲得場面の相関図及び分析
求められる力量と力量獲得場面
（組織）
（個人）
Ⅳ　 　Ⅲ
Ⅰ　
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ
Ｆ　Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ
Ｋ
　Ⅱ
（自律）　 　（他律）
・教師人生の仕上げの年代になったこの時期、I の自己向上型に集約される。
・ 教師として力量を形成していく上で重要なことは、第一には、目標とする
人物が身近にいたかどうか。第二には、研究指定校などの研鑚を積む環境
に恵まれていたかどうかである。
・ そして、その時機を逃さないで、チャンスを掴み取る努力を惜しまずにし
たかどうかで、後の人生を大きく左右すると言っても言い過ぎではない。
・ それはひとえに自分自身に内包される問題意識があるかないかにかかって
いる。
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（資料）　「インタビューの分類」からまとめた各 stage の力量形成のキー
ワード
　今までみてきた力量形成に関するカテゴリーの分類内容を4つの発達段階
（力量形成段階）別にまとめてみると、以下の表のようになる。
初任期 中堅期 管理職期 振り返って
①教育実践上の経験 子どもとの出会い 専門知識を持つ 新しい企画 事件に出合う
先生としての心地よさ 教材・授業づくり 学校改革 自分の非力のはずかしさ
試すような風潮 ユニークな実践 教務主任改革 日々の積み上げ
教材研究（実力のなさ） 新しい企画 今までの実践を生かす 親との信頼関係
生徒との出会い 過去の実績を生かす 子どもの相談にのってあげる
信頼関係を築く 生徒指導難しさ 子どもをかわいがる
生徒指導・授業の苦しみ 教え子たち
週案を生かす
自分磨き
自分の力のなさへの気づき
② 意味のある学校への
赴任
へき地教育 研究指定校
研究校への赴任 全校体制
③学校内の指導者 先輩教師の指導 校長のリーダーシップ 理想の校長像 上司の無理解
教務主任の指導 教頭の指導 校長の手腕 身近な先生が手本
校長の姿勢 先輩の指導 教頭の指導 どの学校にも目標となる人あり
（リーダーシップ） 先輩の指導 校長の姿勢
教頭の教え 先輩校長の姿
先輩の温かさ
先輩・同僚から学ぶ
④学校外の人物 教育長との出会い 教育長の指導 学校外の三河の実践家
⑤学校内での研究活動 同世代の仲間 研究部へ入る 研究発表 若い教師を育てる
同僚との会 教科部会 研究図書の発行 授業を大切に
論文のまとめ 後輩の指導 大学との連携 分かりやすい授業
職場の雰囲気 同僚の支え 部下の指導 組織で動く
教師文化 同僚の雰囲気 現職教育の難しさ ふれあい（コミュニケーション）
部活指導から学ぶ 表彰を受ける 教師集団づくり 雰囲気（切磋琢磨）
研究の基礎 同僚とのつながり
論文の執筆 学校によって異なる雰囲気
部活で生きる・悩み
⑥学校外での研究活動 他地区への参加 研究サークル 若いときからサークル活動を
大学との関係
⑦市教研・郡教研 三河教育の偉大さ
⑧社会的活動
⑨地域と学校への着目 地域・PTA の支え PTA とのつながり 町内会・PTA･ 地域
保護者の温かさ 地域とのつながり 学家連携
コミュニティの温かさ 教育共同体
⑩教育界の動向 私の鏡となる本（実践）との出会い 本との出会い
⑪社会問題や政治状況
⑫職務上の変化 主事･主任への登用、悩み 役職への登用
教科指導員への登用 役職登用への不満
他校 ･ 他地区への異動 生徒から離れる寂しさ
⑬個人・家庭の変化 病気のつらさ 病気になるつらさ
⑭その他 問題教師 問題意識をもつ
やる気のない教師 求める教師に
危機管理・不祥事対応 教師はチャレンジを
行政への関与 記録が大事
まじめさ
派手でなくていい
子どもは教師をよく見ている
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Ⅴ　まとめ
（1）教師になろうと決めたきっかけ
①　教師を志望するきっかけとして、大部分が小中学校、高等学校の恩師と
の出会いを挙げている。このことは、教師という仕事が子どもの人格形成
や進路決定に大きな影響を与えていることを如実に物語っている。それだ
けに、教師は教師という仕事の厳しさを再認識する必要がある。
② 　小・中・高校の恩師との出会いが、教師になろうと決めたきっかけには
なるが、必ずしもそれらが重要ではない。もちろん、強い志をもって教師
になることは重要ではあるが、それをもって教師にならなくても素晴らし
い教師になっている例をこの西尾市に見ることができる。それだけ「教職」
という仕事は魅力がある仕事である。定年後、あるいは定年間近になって、
「教師をやってよかった」と言える仕事である。志望理由が必ずしも就職後
の教師の力量形成を阻害する要因となっていない点が注目される。
③ 　自分の教師としての力量形成の上で、大学時代、教職課程での学習や教
育がほとんど影響していない。少なくともこのインタビューには表れてい
ない。各教科専門の教官による指導で深い知識を得、その指導教官の教育
観や指導観を得ていると思わわれるがここには出てきていない。調査の内
容に不十分さがあるのか否か、不明であるが、大学での理論研究や学びが
現れてきてもいいように思われる。特に大学での教職科目の講義に問題点
があるように思われる。
④ 　教育実習のあり方の問題がある。一般的に大学3・4年生で実習を行うが、
教育現場も忙しく、実習生と深く関わるということがなくなってきた。実
際に教育実習を進路決定と大きく関わったという校長は2名のみである。
これは30年前の体験であるからして、現在はもっとその影響が少ないよう
に思われる。現在は2～3週間が教育実習期間であるが、それらはフィンラ
ンドでは4ケ月、ドイツでは半年という。ただ単に、実習期間を長くすれば
よいというわけではないが、学生に大きく影響を与える実習のあり方を再
吟味しなければならない。
⑤ 　大学での教職科目の授業は、教師の魅力や教師の使命感を与えるような
授業を構成されるべきである。単に、教員免許状取得のためであったり、教
員採用試験に合格すれば事足りるとするような授業であってほしくない。
学生に、教師になるという意気込みを与えるような教職科目の授業であり
たい。大学への要望である。
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（2）最初の赴任時代（30歳くらいまで）
① 　教師の指導力は新任校から30歳くらいの間に最も大きな影響力がある。
どの学校へ赴任したかが教師生活に大きく影響する。それが研究指定校で
あったか否かも大きく左右される。また、そこでどういう学校経営がされ
ていたか、どういう校長がいたか、教務主任がいたかも大きい。それが、
自分の教師生活のあり方と大きくかかわる。新任教師時代の原体験を大事
にしたいものである。以後の教師としての生き方を決定づける原体験は管
理職のリーダーシップによって、意図的・計画的に指導していくことが必
要である。
② 　最初の赴任校がどういう学校であるか、ということも大切であるが、実
際はどういう先輩や同僚がいるかということが、新任の教師にしては大事
なことである。そういう先輩を見て、「見よう見まね」で学級経営や教科指
導をすることになる。それだけに、何でも言える、何でも聞ける学校の雰
囲気、職員室の雰囲気を醸成する必要がある。
③ 　「若い教師を育てる」という視点を現職の校長は持っている。それは自分
自身が若い時に校長から育てられたからであろう。それが自分たち校長の
役目であるという自覚である。また、それは自分たちが力をつけていない
と部下に対してそういうことが言えない。したがって校長になっても力量
をつけなければと謙虚に反省している。
④ 　昭和40から50年代のはじめであろうか。斉藤喜博著『学校づくりの記』
の輪読会がなされていたという記録がある。職場で、先輩を中心に、こう
いう学習会が行われたことは警鐘に値する。土曜日の午後である。また、
勤務時間後である。このような学ぶ姿勢を新任期に持った教師は教育のあ
り方を学び、正しい教育観を育んでいくと思われる。現在はこのような学
校はほとんどない。そんな時間的余裕もないが、寂しいことである。
（3）専門家としての自己確立の時代（30歳から40歳くらいの頃）
① 　「先輩・同僚から学ぶ」が圧倒的に多い。日々の教育実践の中で、困った
ことや悩んだことを同僚や先輩に相談して、力量を高めてきた。それが現
実的であるし、身に付きやすい。官制の研修を多くすればいいという安易
な考え方が文科省や教育委員会にあるが、そうではなく、毎日の現場や子
どもの中に研修の現実があることを忘れてはならない。
② 　中堅教員時代は、みんな教育実践に精力的に取り組んでいる。ミドル
リーダー時代に作られた教育観を基礎に校長・教頭として学校経営の力量
を付けていく。中堅教員時代の力量と管理職の力量は異なる要素があると
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思われがちであるが、実際には中堅教員時代の力と管理職になってからの
力量は共通するところが多い。その点、中堅教員時代に力量があるという
ことが管理職になってからの必要条件のように思われる。
③ 　中堅教員として、他の郡市や教育委員会に出向する機会が多いが、未知
の世界へ入っていくことで、緊張もし、それなりに力量を付けるいい機会
になっている。今までの意識とは異なり、カルチャーショックをうけた者
もあり、それなりに管理職になってからのよい経験知になっているように
思われる。今までの経験を再構築するよい機会となり、力量を向上させる
よい機会となっている。
④ 　「②意味のある学校への赴任」は大きなウエイトを占めているが、自ら
「意味のある学校」となりうるべき努力をすることが重要である。そのた
めには管理職が「教師力向上のために絶えざる努力をする」という基本的
姿勢を示す学校にすることが力量形成に極めて大きな影響をすると思われ
る。
⑤ 　中堅期をはじめ、すべてのステージにおいて、「学校内での研究活動」の
比重が大きいわけだが、その中で特に同僚性が強調される。その意味で若
手・中堅が自由にものが言える雰囲気の職員室や職員会にしていく必要が
ある。特に、教頭、教務主任がその責任者とならなければならない。
⑥ 　「⑦市教研・郡教研」の位置が低い。「⑦市教研・郡教研」によって力量
が形成されたという校長は皆無である。それだけその存在感がないか形式
的な活動になっていると言わざるを得ない。この研究会に対する過重な期
待は避けるべきである。今後の課題にしたい。
⑦ 　「④学校外の人物」「⑥学校外での研究活動」をあげている校長が少ない。
3人だけである。三河（県下）各地にはすばらしい実践家も多い。そういう
教師に広く学ぶ姿勢がほしい。三河教育研究会をはじめとするサークル活
動こそ、力量形成と大きく関わるであろう。若い教師たちがそういう活動
ができるように諸条件を整備する必要がある。
（4）役職（主任等、40歳くらいを過ぎてから）
①　「校長のリーダーシップ」も挙げなければならない。高圧的な校長もいれ
ば、控えめな校長もいる。しかし、そのいずれの校長も「率先垂範」だっ
た。自分がよく動かれた。一般教員の手本であったということである。そ
れが有形無形の影響を与えたというべきであろう。それを見て教師たちは
育っていった。
② 　学年主任、生徒指導主事、校務主任、教務主任と役職をするなかで、学
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年全体、学校全体を意識し、手探りで考えたり、上司に相談したりしなが
ら仲間をまとめていった様子がうかがわれる。こういう役職をしながら力
量を高めていったと思われる。若い頃は、自分のことや自分のクラスのこ
とだけ考えていればよかったわけだが、次第に全体を考えるようになって
いく。その中で「協働」の大切さを痛感する。
③ 　また、校長や教頭という管理職になった時、その先の案内人になるのは、
過去に仕えた先輩校長・教頭の姿である。その姿を自分の職務と重ね合わ
せる中で、理想の教育者像を創り上げる。もちろん、時代も対象も異なる
ので、先輩校長のなされたそのままでというわけにはいかないが、その残
像を描きながら、自分の理想とする学校経営・教育経営を求めていく。
④ 　役職の時代になると、「②意味のある学校への赴任」が全くなく、「⑫職
務上の変化」が最も多くなっている。役職になり、現職教育の難しさ、教
師集団づくり、同僚とのつながり、対外的には「⑨地域と学校への着目」
にある、町内会、PTA など地域への目配りが必要となる。
⑤ 　役職になると、授業づくりや学級経営から対人的交渉能力を必要とされ
るポストに就く。対人的な課題は、「⑭その他」にある問題教師、やる気の
ない教師、危機管理、不祥事対応、という教育の本質とは関係ないことに
精力を注ぎ、神経をすり減らすことになる。多くの先輩校長の経験から学
び、解決していくことも重要である。
⑥ 　校長は孤独である。教頭はじめ三役と相談することは大切であるが、学
校経営アドバイザー制度等を設置し、先輩校長が相談にあたるというシス
テムを確立することは効果的である。
⑦ 　「③学校内での指導者」「⑤学校内での研究活動」の項目が力量形成に非常
に影響している。その意味で、職場の人間関係をよくし、職員室の士気を
高めることが大切である。また、職場のリーダーである校長や教頭は、遠
慮して助言を控える傾向があるが、現職教育こそ大切にし、リーダーシッ
プを発揮し、若い教師たち、同僚の教師たちに、尊敬されるような助言を
していく必要がある。
（5）教職を振り返って
① 　40年近い教職生活を振り返って、「真面目に」「誠実に」「派手なことはし
なくていい」「おっくうがるとダメ」など、子どもに対して基本的なところ
で接していくことが大事だと痛感している。「子どもは本当によく見てい
る」のである。学校経営をしていく場合、どうしても上辺、表面を見てし
まうが、誠実に対応することが結果的にいい学校経営になる。それが教師
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の力量とつながっている。
② 　教師人生を振り返ってみると、最後は I の「自己向上型」に集約される。
つまり、自分自身が常にどういう立場に置かれようとも、問題意識をもっ
て力量を高めようとする意識・意欲が不可欠である。自分自身が周囲の人
から学ぶ姿勢こそ、力量を高めていくことになる。
③ 　「常に目標とする先輩がいた」「いい先輩に出会った」「いい先生方にめぐ
りあった」という校長が多い。多くの先輩・同僚との交流の中で、教師と
しての力量を形成する。したがって、多くの教師に慕われ、尊敬されるこ
とが、教師の力量形成の必要条件と思われる。
④ 　いい雰囲気の職員室からいい教師が生まれる。若い教師は年配の教師に
学び、年配の教師は若い教師を指導する。そんな雰囲気の学校づくり、職
員室づくりがキーポイントのように思われる。雑談や話し合いを多くとる
ようにすべきであり、学び合うべきである。
⑤ 　教師を退職してからもサークル仲間は研究の仲間として生涯の友となっ
ている。教師を退職したら終わりという付き合いはしたくない。教科研究
の仲間、サークルの仲間を大切にしたいものである。人間として心豊かに
生きることにつながる。
⑥ 　授業を大切にすることが教師としての基本である。お互い切磋琢磨し
て、少しでも「楽しい授業」「よくわかる授業」に心がけたいものである。
それが生徒や生徒の親との信頼関係になっていく。
⑦ 　常に問題意識をもって事に対処したい。その姿勢、生き方が向上心、ひ
いては力量形成につながると思われる。
追記　インタビューいただいた11人の校長先生方に深謝します。教師として
の生き方に関する事柄であり、答えにくい内容も多かったものと思われ
ますが、後輩たちのためにあえてご協力いただきました。ありがとうご
ざいました。また、西尾市教育委員会の皆様にはいろいろご配慮いただ
きました。感謝申し上げます。
　　　なおこの研究は、西尾市内の先生方にも研究同人として、お手伝いい
ただきました。お名前を記し、月並みでなしに深く感謝いたします。
　　　西尾市立津平小学校　校　　長　村松弘三
　　　西尾市立吉良中学校　教務主任　伊藤嘉樹
　　　西尾市教育委員会　　指導主事　兼子　明
　　　西尾市教育委員会　　指導主事　杉浦　康
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